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第１５号 祝・卒業！
文責：校長 太田勝

９年間の義務教育を終えるみなさん、卒業と新たな旅立ち、おめでとうございます。クラス発表からはじまった最後の１年。５月の

修学旅行では「和輝愛哀 平和が一番うれしいさー」のテーマを掲げ、３日間は快晴の下で平和の尊さと人の温かさにふれました。６

月の体育大会当日の朝はグランドは水たまりがいっぱいの状態でした。みんなと先生達が一緒になって「水取り」をしましたね。１時

間遅れの体育大会でしたが、みんなが一つになって応援する姿が印象的でした。その１０日後、大きな揺れが大阪・京都を襲いました。

当日は休日参観の「代休日」でしたから、学校には生徒はいませんでしたが、本当に心配しました。夏休みが明けて紫風祭・合唱コン

クールと、大きな行事の一つひとつが、中学校生活最後の行事となっていきました。加茂川中学校らしく、個性豊かに紫風祭を盛り上

げ、思い出の花を咲かせてください、という思いを込めた「百花繚乱 紫風祭」というテーマは、今も生徒用玄関に掲げられています。

９月には台風２１号の直撃を受け、今までに経験したこともないほどの暴風雨が京都を襲いました。台風一過の次の日は、１・２年生

が清掃活動に取り組んでくれたおかげで、大きな混乱もなく、授業をはじめることができました。そんな１・２年生徒ともお別れです。

昨日の「送る会」が、全校生徒が集まる最後の機会となりました。明日、いよいよ中学校生活最後の卒業式を迎えます。

１

まもなく１年が終わります。学年でもクラスでも、そして一人ひとりの個人としても、この１年はどうでしたか？

自分自身の変化や成長は感じられましたか？とにかく、たくさん思いつくことが大事だと思います。自分を客観的に見る

ことができるようになることが大人への成長（自立・自律）につながっていきます。３年生が卒業した後は、この学校は

君たちが中心となります。新しく入ってくる新入生にとって「あこがれ」の存在となってくれることを期待しています。

１月に実施した「学校評価・生徒アンケート」を集計し、校内はも 【生徒アンケートの「そう思う」の経年変化】 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度

ちろん、３／８に実施した学校運営協議会でも内容を共有しました。 学校に楽しく通っている ５７．１％ ６１．４％ ６１．０％

このアンケートは、主に学校生活・学習についての内容です。どの 授業はわかりやすく工夫されている ３３．２％ ３８．８％ ４５．１％

項目についても肯定的な回答が目立ちますが、学校生活の基本となる 先生は生徒の良いところを適切に評価し、認めてくれる ３２．６％ ３８．７％ ４６．１％

４項目で一昨年度（２８年度）・昨年度（２９年度）・今年度（３０年 他者への思いやりの心をもつことは、とても大切だと思う ７２．４％ ７２．７％ ７３．７％

度）の後期評価で「そう思う」（強い肯定回答）のポイントについて比較をしてみました。（上の表 参照） アンケート結果からは、強い肯定回答が上昇の傾向にあることが

わかります。特に「授業のわかりやすさ」、「教員の適切な評価・認めてくれる」の項目については、前年度を大きく上回りました。また、「家での自主的な学習や読書」につい

ても、肯定的な回答のポイントは他と比べると低いものの、平成３０年度の前期との比較では６４．５％（前期）→７４．８％（後期）と改善の様子がみてとれます。

今後も、指導の工夫・改善はもとより、教育活動全般の一層の充実に努めてまいります。 ◆学校評価アンケートの集計のグラフはホームページにも掲載しています◆
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３年生のみなさん

卒業生の保護者の皆様へ

お子様のご卒業、本当におめで

とうございます。ここまで大きく

育てられ、義務教育を無事終わら

れたことに敬意を表します。

義務教育の期間は人の一生でも

最も大切だと言われています。手

をつないで一緒に歩いた幼い頃。

いつもぎゅっと握りしめていない

と不安そうだった子どももいつし

か手をつながずとも歩くようにな

り、中学校に入学する頃には親の

手を離れていく寂しさと頼もしさ

を感じられたこともあったのでは

ないでしょうか。子どもが大きく

なるにつれ、「目や手は離しても

心は離さず」という心がけが親に

は必要で、それこそが子どもの「自

立・自律」につながるといいます。

まだまだ子育て真っ最中の皆様

のご多幸を心よりお祈りいたしま

す。

これまで本校教育にご理解とご

協力を賜り、誠にありがとうござ

いました。

教職員一同

学校評価アンケート（後期）より


